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熊本県山都町議会



議会だより「山都」第56号 2

３月定例会 　令和７年第１回定例会は、３月６日に開
会し18日に閉会しました。
【議案】条例24件・補正予算４件・当初予算
６件・工事請負契約２件・その他10件・人
事案件同意３件

令和７年度当初予算 141 億 4,300 万円
　

令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
空
家
対

策
事
業
や
住
宅
取
得
支
援

事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

さ
ら
に
宅
地
整
備
の
調
査

に
も
予
算
を
つ
け
る
な
ど
、

移
住
定
住
政
策
に
力
を
入

れ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
道
の
維
持
・
改
良
に
つ

い
て
前
年
度
か
ら
増
額
す

る
な
ど
、
住
民
生
活
環
境

の
向
上
や
、
産
業
振
興
に

向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
も

意
識
さ
れ
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

議
員
か
ら
の
質
疑
も
住

宅
政
策
、
水
質
検
査
、
公

立
保
育
園
、
企
業
誘
致
、

有
機
農
業
、
矢
部
高
校
支

援
な
ど
幅
広
く
上
が
り
、

予
算
に
対
す
る
説
明
を
求

め
て
い
き
ま
し
た
。

歳　　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 増減

町税 1,432,609 1,492,923 -60,314
地方贈与税 311,018 313,018 -2,000
利子割交付金 200 200 0
配当割交付金 3,000 3,000 0
株式等譲渡所得割
交付金 3,000 3,000 0

法人事業税交付金 24,000 19,000 5,000
地方消費税交付金 330,000 320,000 10,000
ゴルフ場利用税交
付金 8,000 8,000 0

環境性能割交付金 18,000 18,000 0
国有提供施設等所
在市町村助成交付
金

9,000 9,000 0

地方特例交付金 5,000 4,000 1,000
地方交付税 5,700,000 5,700,000 0
交通安全対策特別
交付金 1,200 1,200 0

分担金及び負担金 44,470 74,304 -29,834
使用料及び手数料 110,069 112,889 -2,820
国庫支出金 1,878,603 4,228,773 -2,350,170
県支出金 1,273,751 2,034,052 -760,301
財産収入 66,986 35,563 31,423
寄付金 600,001 200,001 400,000
繰入金 1,087,065 832,926 254,139
繰越金 100,000 100,000 0
諸収入 276,328 117,751 158,577
町債 860,700 1,445,400 -584,700
合　　計 14,143,000 17,073,000 -2,930,000

歳　　　出
款 本年度予算額 前年度予算額 増減

議会費 91,754 91,554 200
総務費 2,137,043 1,939,651 197,392
民生費 3,515,187 3,370,294 144,893
衛生費 1,180,953 1,207,134 -26,181
農林水産業費 1,636,562 1,354,654 281,908
商工費 1,014,694 747,642 267,052
土木費 1,456,825 1,148,431 308,394
消防費 383,943 406,274 -22,331
教育費 1,255,630 1,764,445 -508,815
災害復旧費 68,989 3,909,261 -3,840,272
公債費 979,678 936,088 43,590
諸支出金 391,742 167,572 224,170
予備費 30,000 30,000 0
合　計 14,143,000 17,073,000 -2,930,000

令和７年度一般会計予算の特徴
・災害復旧費の減額
・中央グラウンド周辺整備事業費の減額
（教育費）
・道路工事費の増額（土木費）
　上記の主な理由により、令和６年度と比
較しておよそ30億円の減額となっています。

単位：千円単位：千円



一般会計予算

議会だより「山都」第56号3

令和７年度一般会計予算の内容（抜粋）

歳出予算額（目的別）構成比

議会費 0.6%

総務費 15.1%

民生費 24.9%

衛生費 8.4%農林水産業費 11.6%

商工費 7.2%

土木費 10.3%

消防費 2.7%

教育費 8.9%

災害復旧費 0.5%

公債費 6.9%

諸支出金 2.8% 予備費 0.2%

総　額
141億

4,300万円

地籍調査事業 3億9,999万7千円
・令和７年度実施地区　御所・菅・西緑川

二種免許取得支援事業補助金 60万円
・地域公共交通の運転手確保が目的　補助率1/2、上
限20万円

小・中学校整備改修 6,183万7千円
・矢部小学校体育館屋根改修工事
・蘇陽南小学校鉄棒更新工事
・蘇陽小学校滑り台更新工事
・矢部中学校バリアフリー・エレベーター改修工事
・清和中学校浄化槽設置工事
・蘇陽中学校特別教室屋上防水工事
・矢部中学校昇降口他天井改修工事

中央グラウンド周辺整備事業 1億9,000万円
・中央グラウンド整備工事 1億9,000万円
・公園サイン（避難誘導含む）工事 200万円

住宅長寿命化改修事業 1億2,600万円
・改修工事：同和公営住宅・南田A団地
・解体工事：千滝団地・小集落住宅団地・
　井無田団地・上ゲ団地

道の駅通潤橋施設整備工事 806万5千円
・駐車場整備工事 341万円
・ロータリー部縁石改修工事 387万5千円
・屋外喫煙所設置工事 78万円

通潤橋周辺施設整備事業 5億9,124万5千円
・用地調査補償調査委託料 1,665万2千円
・飲食施設新設、多目的広場整備等　
 ５億6,543万5千円
・飲食施設用備品購入 915万8千円

物価高騰対応生活者支援補助金 1,800万円
・物価高騰対策として LPガス使用世帯に補助

住宅等取得支援事業補助金 3,000万円
・今年度から町内在住者の空家購入、新築も対象
老朽空家等除去促進事業補助金 300万円
・老朽化した空家の解体を補助　補助率4/5、上限
50万円
空家等家財撤去支援事業補助金 200万円
・空家バンク登録物件と老朽空家除去に係る家財撤去
費用を補助　補助率1/2、上限10万円

※円グラフと予算説明
の枠色は同じ

医療MaaS 事業推進業務委託料 1,100万円
・医療MaaS の実動に伴う業務支援と行政MaaS 活
用に向けた業務支援を委託

PFOS&PFOA水質検査補助金 60万円
・地区水道、飲用井戸所有者等が実施する水質検査に
対する補助金



一般会計予算  Q&A

議会だより「山都」第56号 4

（
中
村
）
総
合
計
画
作
成
に

１
千
４
７
８
万
円
も
か
け
て
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

（
企
画
政
策
課
長
）
必
ず
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

は
な
い
が
、町
の
最
上
位
計
画
、

方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、

よ
り
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
き

た
い
。

（
飯
開
）
老
朽
空
き
家
等
除

去
促
進
事
業
補
助
金
３
０
０
万

円
の
説
明
を
。

（
山
の
都
創
造
課
長
）
要
望

の
多
か
っ
た
新
設
の
補
助
金
。

消
費
税
を
含
む
除
去
費
の
５
分

の
４
、
上
限
50
万
円
。
家
屋
だ

け
で
な
く
門
、
塀
、
樹
木
処
分

も
補
助
対
象
に
す
る
予
定
。

空
き
家
等
家
財
撤
去
支
援

事
業
補
助
金
も
合
わ
せ
て
申
請

で
き
る
。

（
吉
川
）
宅
地
整
備
調
査
委

託
料
の
説
明
を
。

（
山
の
都
創
造
課
長
））
遊
休

の
町
有
地
を
含
め
た
宅
地
に
適

し
た
場
所
の
選
定
や
、
事
業
に

係
る
工
事
費
の
概
算
や
基
本
計

画
等
初
期
段
階
の
調
査
を
委
託

す
る
。

（
眞
原
）
サ
ブ
リ
ー
ス
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

（
山
の
都
創
造
課
長
）
ニ
ー

ズ
調
査
が
必
要
。
住
宅
の
維
持

管
理
、
修
繕
、
家
賃
徴
収
、
耐

震
改
修
等
も
あ
り
検
討
を
要
す

る
。（

西
田
）
公
立
保
育
園
人
件

費
が
減
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と

の
説
明
を
。
人
員
配
置
は
足
り

て
い
る
の
か
。

（
福
祉
課
長
）
園
児
数
減
に

よ
り
、
一
ク
ラ
ス
減
の
13
ク
ラ

ス
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
正

職
員
１
名
減
で
は
あ
る
が
、
派

遣
職
員
や
会
計
年
度
任
用
職
員

の
雇
用
に
よ
り
、
ス
タ
ー
ト
時

点
と
し
て
は
充
足
し
て
い
る
と

考
え
る
。

（
飯
開
）
金
内
、
二
瀬
本
両

保
育
園
を
含
め
、
来
年
度
の
保

育
園
の
形
の
説
明
を
。

（
福
祉
課
長
）
令
和
７
年
度

は
現
行
の
５
園
体
制
で
い
く
。

今
後
の
出
生
数
、
園
児
の
動
向

を
見
て
、新
た
な
見
解
を
示
す
。

（
坂
本
）
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
の
水
質
検
査
補
助
金
の
説

明
を
。

（
環
境
水
道
課
長
）
町
管
理

以
外
の
地
区
水
道
や
個
人
が
対

象
。
検
査
に
係
る
費
用
の
半
額

助
成
。

（
矢
仁
田
）有
機
農
業
を
も
っ

と
広
め
る
方
策
は
。

（
農
林
振
興
課
長
）
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
交
付
金

を
最
大
限
活
用
し
、
今
年
度
は

有
機
米
に
特
化
し
た
事
業
を
行

い
、面
積
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

（
矢
仁
田
）
企
業
誘
致
の
予

算
が
な
い
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

（
山
の
都
創
造
課
長
）
本
町

に
マ
ッ
チ
し
た
企
業
へ
の
働
き

か
け
を
行
い
な
が
ら
、
状
況
に

応
じ
た
予
算
の
計
上
を
検
討
し

て
い
く
。

（
藤
川
）
矢
部
高
校
魅
力
化

事
業
の
内
容
と
下
宿
改
善
補
助

金
の
説
明
を
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
高
校
魅

力
化
支
援
事
業
と
し
て
、学
校
、

市
町
村
、
関
係
団
体
の
協
働
体

制
に
よ
り
、
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
て
い
く
も
の
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
や
寮
整
備

も
話
し
合
う
。

下
宿
も
寮
も
希
望
に
よ
る

が
、
受
け
入
れ
の
た
め
の
改
修

費
用
１
件
20
万
円
限
度
の
２
件

分
予
算
化
し
た
。

現
在
下
宿
生
は
い
な
い
。

（
藤
川
）
矢
部
高
校
に
つ
い

て
の
全
体
的
な
町
の
テ
コ
入
れ

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

（
町
長
）
寮
建
設
に
つ
い
て

は
、
対
応
を
模
索
し
な
が
ら
大

き
く
動
い
て
い
け
れ
ば
と
思

う
。各

科
の
魅
力
の
情
報
発
信

を
高
校
と
一
緒
に
や
っ
て
い

く
。
二
輪
車
競
技
部
の
環
境
を

整
え
、
魅
力
の
一
つ
と
な
る
よ

う
企
業
や
関
係
団
体
に
も
呼
び

掛
け
た
い
。

（
工
藤
）
受
け
入
れ
態
勢
を

早
く
確
立
し
、
検
討
だ
け
で
な

く
実
行
を
。

（
町
長
）
こ
れ
ま
で
予
算
を

立
て
な
が
ら
行
っ
て
き
た
が
、

町
内
の
中
学
生
が
矢
部
高
校
を

目
指
す
、
ま
た
全
国
か
ら
来
て

い
た
だ
く
こ
と
が
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
。
喫
緊
の
課
題
と

し
、
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

（
吉
川
）
図
書
整
理
に
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
タ
グ
導
入
の
説
明
を
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
職
員
の

作
業
効
率
を
あ
げ
、
ま
た
本
の

貸
し
出
し
の
管
理
も
バ
ー
コ
ー

ド
で
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

一
般
会
計
予
算

Ｑ
＆
Ａ



特別会計当初予算

議会だより「山都」第56号5

令和７年度 国民健康保険特別会計当初予算 23億2,585万円

令和７年度 水道事業会計当初予算 6億8,064万円

令和７年度 後期高齢者医療特別会計当初予算 3億5,568万５千円

令和７年度 病院事業会計当初予算 12億994万円

令和７年度 介護保険特別会計当初予算 29億8,960万円

・被保険者数　3,745人　（2,356世帯）（令和７年１月末現在）

・給水戸数　5,100戸　　　１日平均給水量　2,958㎥

・被保険者数　3,905人　（令和７年１月末現在）

※1　国保事業運営の大切な財源のひとつです。
※2　レセプト…医療機関が患者に対して行った診療や治療にかかる費用の内訳を記載した「診療報酬明細書」のこ

とです。

・入院患者（見込み）１日平均45人　　　外来患者（見込み）１日平均154人

要支援・要介護認定者
1,471人

（眞原）保険者努力支援交付金（※1）の説明を。
（健康ほけん課長）
町が国保税の収納率や健診の受診率を上げたり、レセプト（※2）の２重チェック等により医療費を

抑えたりしたことなどの成果に応じて国から交付されるもの。

要支援１
107人

要支援２
192人

要介護１
269人

要介護２
342人

要介護３
257人

要介護４
206人

要介護５
98人

認定者
1,471 人

65 才以上の人口 6,693 名

高齢化率　52.2％
（前年より 0.7％上昇）

⬇

介護認定者率　約22％

◎約４人に１人は介護認定をうけておられます。



令和６年度　補正予算

議会だより「山都」第56号 6

１億 3,300 万円を減額 総額 193億 400万円

主な内容
民生費
・国民健康保険特別会計繰出金 523万９千円

衛生費
・令和５年度新型コロナワクチン接種関連補助金返還金 527万４千円

農林水産業費
・地籍調査事業 2,758万２千円
・林業振興費 636万３千円

土木費　
・住宅長寿命化改修事業 2,613万円
　設計監理委託 200万円（南田A団地分）
　町営住宅解体工事 469万７千円（６団地間の調整）
　町営住宅居住性向上改修工事 1,943万３千円（２団地間の調整）

災害復旧費
・現年度林業施設災害復旧費 1,113万７千円

令和６年度一般会計補正予算（第７号）

228 万円１千円を追加　総額 27億 5,634 万９千円

令和６年度山都町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

139 万円２千円を追加　総額 31億 5,016 万円

令和６年度山都町介護保険特別会計補正予算（第３号）

3,069 万１千円を追加　総額４億 1,352 万７千円

令和６年度山都町水道事業会計補正予算（第５号）



一　般　質　問

議会だより「山都」第56号7

「
永
続
地
帯
」
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

る
。
そ
の
地
域
で
得
ら
れ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
の
生
産
が
、
そ
の

地
域
の
需
要
を
上
回
っ
て
い
る
指
標
で

あ
り
、
山
都
町
は
い
ず
れ
も
高
い
数
値

が
出
て
い
る
。
田
舎
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
こ
の
率
は
高
い
傾
向
に
あ
る
が
、
そ

の
こ
と
を
メ
リ
ッ
ト
に
変
え
て
、
山
都

町
ら
し
い
暮
ら
し
方
を
提
案
し
た
い
。

山
都
町
の
安
心
安
全
な
農
業
を
踏
ま
え

た
農
地
付
き
住
宅
政
策
を
考
え
ら
れ
な

い
か
。

（
山
の
都
創
造
課
長
）
町
の
住
生
活

基
本
計
画
が
あ
り
、
令
和
５
年
に
見
直

し
た
。
住
民
生
活
の
価
値
観
の
多
様
化

や
、
コ
ロ
ナ
禍
を
通
し
て
生
活
の
転
換

が
必
要
と
な
っ
た
。
食
糧
危
機
に
も
負

け
な
い
山
都
町
の
強
み
を
取
り
入
れ
た

住
宅
政
策
の
検
討
を
し
た
い
。

農
地
付
き
の
住
宅
は
、
農
地
法
の

絡
み
も
あ
り
厳
し
い
と
い
う
事
だ
が
、

全
国
的
に
は
例
が
あ
る
。
国
交
省
も

「
農
地
付
き
空
き
家
の
手
引
き
」
と
表

し
、
空
き
地
や
空
き
家
の
増
加
を
重
要

課
題
と
し
て
い
る
。
後
継
者
の
い
な
い

田
畑
を
新
規
就
農
の
方
へ
継
承
で
き
る

よ
う
に
、
空
き
家
と
農
地
を
セ
ッ
ト
で

提
案
し
て
頂
き
た
い
。
せ
っ
か
く
先
人

が
築
い
て
き
た
農
業
を
継
承
し
な
け
れ

ば
、
荒
れ
た
田
畑
が
残
る
だ
け
の
田
舎

と
な
っ
て
し
ま
う
。
持
続
可
能
な
田
舎

で
あ
る
た
め
に
ど
う
知
恵
を
絞
っ
て
い

く
べ
き
か
。

（
農
林
振
興
課
長
）　

新
規
就
農
希

望
者
の
住
居
と
農
地
が
離
れ
て
い
る
こ

と
は
課
題
だ
と
捉
え
て
い
る
。
５
年
後

10
年
後
の
農
地
を
守
る
た
め
に
も
、
後

継
者
育
成
は
最
重
要
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
町
で
実
施
し
て
い
る
農
業
研
修

制
度
を
更
に
充
実
さ
せ
新
規
就
農
者
支

援
と
担
い
手
の
確
保
に
務
め
た
い
。

食
糧
危
機
も
怖
く
な
い

「
山
都
暮
ら
し
」
の
提
案

吉
よしかわ

川 美
み か

加議員

全質問の動画は
こちらです

永続地帯の指標
（千葉大学
＋NPO法人環境エネルギー政策研究所調べ）

山都町
全国 28位

県内 3位

再生可能エネルギ―自給率 342％

食糧自給率カロリーベース 171％

食糧生自給率生産額ベース 208％

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
予
算
に
つ

い
て
伺
う
。

（
企
画
政
策
課
長
）
令
和
６
年
度
は

報
酬
費
等
２
７
５
万
円
、
そ
の
他
活
動

費
１
３
０
万
円
と
な
る
。
申
請
を
受
け

て
、
そ
の
予
算
の
枠
内
で
支
払
う
よ
う

に
し
て
い
る
。
活
動
助
成
金
を
予
算
化

し
た
の
は
令
和
５
年
度
か
ら
で
、
受
入

れ
団
体
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
理

解
を
得
て
申
請
を
行
う
よ
う
通
知
を
し

て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告

会
に
つ
い
て
。

（
企
画
政
策
課
長
）
協
力
隊
と
協
議
し

な
が
ら
や
っ
て
い
く
方
向
で
い
き
た
い
。

猪
と
鹿
の
駆
除
対
策
に
つ
い
て
。

（
農
林
振
興
課
長
）
今
後
新
し
い
捕

獲
技
術
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
積
極
的
に

活
用
し
な
が
ら
捕
獲
頭
数
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

不
妊
ワ
ク
チ
ン
の
検
討
を
し
て
頂

き
た
い
が
。

（
農
林
振
興
課
長
）
国
、
県
と
協
議

し
な
が
ら
捕
獲
対
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。矢

部
高
校
に
つ
い
て
、
後
期
募
集

へ
の
応
募
が
無
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

（
町
長
）
山
都
町
に
お
い
て
応
援
会

議
と
い
う
こ
と
で
生
徒
確
保
を
進
め
て

い
る
が
、非
常
に
重
く
受
け
止
め
た
い
。

矢
部
高
校
二
輪
車
競
技
部
が
国
際
交

通
安
全
学
会
か
ら
特
別
表
彰
を
受
け
た

が
、生
徒
確
保
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。

（
町
長
）
昨
年
10
月
か
ら
バ
イ
ク
通

学
に
対
す
る
助
成
を
し
て
い
る
。
矢
部

高
校
の
特
色
の
一
部
で
あ
る
二
輪
車
競

技
部
の
活
動
を
今
後
と
も
応
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

矢
部
高
校
に
協
力
頂
き
な
が
ら
バ

イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
を
歓
迎
す
る
町
の
取

り
組
み
は
出
来
な
い
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
例
え
ば
二
輪
車

競
技
部
に
実
際
走
っ
て
も
ら
い
現
地
を

紹
介
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
頂
く
こ

と
で
山
都
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

ツ
ー
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
や
ラ

イ
ダ
ー
へ
の
商
品
券
の
配
布
を
行
う
事

は
出
来
な
い
か
。

（
商
工
観
光
課
長
）
本
年
度
観
光
Ｄ

Ｘ
事
業
の
一
環
と
し
て
レ
シ
ー
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

事
業
を
盛
り
込
ん
で
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
軸
に
事
業
内
容
の
構
成
を
考
え
て

い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
予
算
に
つ

い
て
伺
う

坂
さかもと

本 幸
こうせい

誠議員

全質問の動画は
こちらです



一　般　質　問

議会だより「山都」第56号 8

25
年
度
地
方
創
生
交
付
２
，０
０
０

億
円
に
採
用
さ
れ
る
事
業
を
考
え
て
い

る
か
。

（
町
長
）若
者
が
住
み
良
い
町
づ
く

り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
れ
ば

活
用
し
た
い
。

地
方
創
生
交
付
金
を
使
っ
て
矢
部

高
校
を
全
寮
制
に
し
、
義
務
教
育
学
校

か
ら
高
校
ま
で
の
一
環
教
育
に
し
て
、

矢
部
高
校
で
は
有
機
農
業
を
は
じ
め
英

語
や
中
国
語
な
ど
の
特
別
授
業
を
し
、

矢
部
高
校
を
核
と
し
た
教
育
日
本
一
の

町
を
目
指
す
の
は
ど
う
か
。

（
町
長
）新
た
な
小
中
高
の
一
貫
校

の
提
案
と
し
て
は
受
け
止
め
る
が
、
現

在
の
義
務
教
育
学
校
の
設
置
、
寮
の
設

置
を
含
め
、
矢
部
高
校
の
存
続
に
向
け

た
応
援
を
進
め
た
い
。

地
方
創
生
交
付
金
は
広
域
の
方
が

採
用
さ
れ
や
す
い
。
近
隣
の
町
村
と
広

域
の
鳥
獣
害
獣
の
堆
肥
化
処
理
施
設
な

ら
負
担
は
8
分
の
1
で
済
む
が
。

（
町
長
）検
討
の
余
地
は
あ
る
。
全

国
的
な
課
題
と
し
て
、
国
と
協
議
し
早

急
に
対
応
策
を
講
じ
て
取
り
組
む
。

今
年
は
米
・
野
菜
が
高
い
と
言
う

が
35
年
前
と
比
べ
最
低
賃
金
、
資
材
等

は
２
倍
に
な
っ
た
。
野
菜
の
値
段
は
35

年
前
と
同
じ
、
米
に
つ
い
て
は
下
が
っ

て
い
る
。
持
続
可
能
な
農
業
生
産
に
す

る
た
め
に
は
、
消
費
者
に
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
に
、
町
を
挙
げ
て
国
に
要
望

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

（
町
長
）Ｊ
Ａ
を
始
め
と
す
る
様
々

な
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
国
に
お
願

い
し
た
い
。

鳥
獣
被
害
の
危
機
的
状
況
を
国
に

訴
え
、
国
に
ハ
ン
タ
ー
を
雇
っ
て
も
ら

う
要
望
を
し
て
は
ど
う
か
。

（
町
長
）国
が
ハ
ン
タ
ー
を
雇
う
仕

組
み
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
て
意
見
交

換
し
な
が
ら
被
害
解
消
に
取
り
組
み
た

い
。台

湾
と
姉
妹
都
市
提
携
と
企
業
誘

致
が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
し
た
が
、

町
が
動
か
ず
で
き
な
か
っ
た
。
調
整
、

活
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
町
長
）台
湾
企
業
か
ら
具
体
的
な

相
談
は
な
い
が
、
台
湾
と
の
交
流
を
進

め
な
が
ら
、
企
業
誘
致
と
地
域
振
興
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

昨
年
末
に
河
川
７
か
所
を
追
加
検

査
し
た
理
由
と
検
査
結
果
に
つ
い
て
の

説
明
を
。

（
環
境
水
道
課
長
）
熊
本
市
の
河
川

調
査
の
結
果
、
指
針
値
を
超
過
す
る
事

例
が
あ
っ
た
た
め
、
上
流
域
で
の
河
川

と
し
て
、
閉
鎖
さ
れ
た
最
終
処
分
場
下

流
域
を
含
む
７
カ
所
を
独
自
に
選
定
し

検
査
し
た
。
結
果
は
水
道
の
暫
定
目
標

値
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
の
十
分
の
一
の
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｒ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
合
わ
せ
て
５
ナ
ノ
グ

ラ
ム
未
満
の
た
め
、
安
心
と
思
わ
れ

る
。大

矢
野
原
簡
易
水
道
に
つ
い
て
の

検
査
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）
萱
野
、
上
津
留

の
２
カ
所
を
検
査
し
、
同
様
の
結
果

だ
っ
た
。

日
本
で
は
暫
定
目
標
値
が
50
ナ
ノ

グ
ラ
ム
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
環
境
保
護
庁

は
「
予
防
原
則
」
に
沿
っ
て
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
そ
れ
ぞ
れ
１
リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
し
て
い
る
。
合

算
で
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以
下
で
も
、
安
全

だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
米
軍
が
使
用

し
た
泡
消
火
剤
由
来
だ
っ
た
ら
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
の
値
が
、
廃
棄
物
処
理
場
由
来
だ
っ

た
ら
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
値
が
高
く
出
る
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
が
分
か
ら

な
い
と
、
そ
の
後
の
対
策
に
も
結
び
付

か
な
い
は
ず
。
合
算
で
は
な
く
そ
れ
ぞ

れ
の
数
値
を
出
し
て
ほ
し
い
。

（
環
境
水
道
課
長
）
現
在
国
に
お
い

て
、
最
新
の
科
学
的
見
地
に
基
づ
く
専

門
家
の
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

状
況
や
県
の
状
況
対
応
を
注
視
し
て
、

そ
れ
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
く
。

蘇
陽
地
区
の
東
竹
原
に
出
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
大
型
の
産
廃
処
分
場
計

画
地
に
は
、
安
定
型
処
分
場
が
あ
る
。

安
定
型
処
分
場
は
、
管
理
型
処
分
場
と

違
っ
て
汚
水
漏
れ
を
防
ぐ
シ
ー
ト
も
な

い
こ
と
か
ら
、
大
変
心
配
で
あ
る
。

町
は
事
業
者
に
対
し
、
監
視
井
戸

を
掘
り
町
立
ち
合
い
の
も
と
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
検
査
を
す
る
こ
と
、
少

量
で
も
検
出
さ
れ
た
ら
そ
の
除
去
を
す

る
こ
と
を
申
し
入
れ
る
べ
き
。
ま
た
、

東
竹
原
の
産
廃
処
分
場
予
定
地
に
は
、

町
管
理
下
の
河
川
が
あ
る
。
こ
こ
も
町

の
責
任
で
調
べ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

（
町
長
）
山
都
町
内
の
最
終
処
分
場

付
近
に
つ
い
て
、
環
境
汚
染
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
現
在
検
査
を
行
っ
て
い

る
部
分
、議
員
ご
指
摘
の
方
法
、信
ぴ
ょ

う
性
も
含
め
て
、
今
後
し
っ
か
り
と
対

応
し
考
え
て
い
き
た
い
。

山
都
町
の
水
源
地
や
河
川
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
の
検
査
結
果
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

西
にしだ

田由
ゆ み こ

未子議員

全質問の動画は
こちらです

10
年
後
、
20
年
後
を
見
据
え
、
私

の
提
案
を
町
長
が
ど
う
考
え
る
か

矢
や に た

仁田秀
ひでのり

典議員

全質問の動画は
こちらです



条例制定・改正

議会だより「山都」第56号9

　短期滞在施設の蘇陽３号棟Ａ・Ｂ棟は老朽化による傾きが著しく、安全面を考慮して供用を廃
止します。

　清和地区から浜町エリア、清和地区から馬見原エリアへの運賃が 1,000 円から 500円に改定
されます。また、障がい者の方は半額（介助者は、１名まで半額）、未就学児は無料です。

運行日 月曜日～金曜日

行き 各集落発 地域中心着 予約受付

行き 1便 9：00～ 9：55 10：00頃 1週間前　～　前日 16時

行き 2便 13：30～ 14：25 14：30頃 1週間前　～　当日１時間前

帰り 地域中心発 各集落着 予約受付

帰り 1便 12：30 12：35～ 13：30頃 1週間前　～　当日 1時間前

帰り 2便 16：00 16：05～ 17：00頃 1週間前　～　当日１時間前

　有権者に対し、公平公正に候補者の情報を届け、投票の判断を行っていただくため、また、投
票率の向上を図るために、選挙公報を発行することが有効な手段であると考え制定されました。

山都町短期滞在施設の条例の一部改正

山都町デマンド型乗合タクシー条例の一部改正

山都町議会議員及び山都町長の選挙における
選挙公報の発行に関する条例の制定

新

時刻表 平日のみの運行です。
12/29～ 1/3は運休です。



条例制定・改正

議会だより「山都」第56号 10

③緑仙峡フィッシングパーク ☎ 82-3224

利用者数（年間）
令和４年　

1,597人
令和５年　

1,925人

②猿ヶ城キャンプ村 ☎ 72-1222

利用者数（年間）
令和４年　

　839人
令和５年

　657人
（※）

※災害により閉鎖期間あり

④青葉の瀬交流促進施設 ☎ 82-3511

利用者数（年間）
令和４年　
　4,870人

令和５年　
4,641人

⑥清和高原天文台 ☎ 82-3300

利用者数（年間）
令和４年　　

4,862人
令和５年　

5,607人

⑤井無田高原キャンプ場 ☎ 82-3210

利用者数（年間）
令和４年　
　2,393人

令和５年　
2,015人

⑧そよ風パーク ☎ 83-0880

利用者数（年間）
令和４年　

62,727人
令和５年

76,634人

⑦清和文楽邑（文楽館） ☎ 82-3001

利用者数（年間）
令和４年　

10,318人
令和５年

12,779人

⑨服掛松キャンプ場 ☎ 83-0249

利用者数（年間）
令和４年　

30,261人
令和５年

23,681人

①通潤橋史料館 ※現在、改修工事中です

利用者数（年間）
令和４年　
　7,829人

令和５年
9,524人

指定管理施設の条例改正

　今回、町の指定管理施設について、９施設の宿泊料や使用料等に係る条例改正が行われました。
　今般の社会的情勢により、諸物価、資材費及び人件費等が上昇しており、同施設の運営経費
が確実に増加することが想定されることから、現在の施設経営に与える影響と、将来的な指定
管理料への町費負担の影響を考慮し使用料等改正に至ったものです。

　施設については、以下の通りです。

山都町観光入込客数（1/1～12/31）
令和６年　544,242人

令和５年　551,399人

令和４年　632,505人
※山都町三大祭等を含みます。



条例制定・改正
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こ
の
少
数
意
見
に
対
し

て
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

３
回
の
特
別
委
員
会
の
中

で
、
非
常
に
地
域
が
広
く
、
住

民
の
意
見
が
通
り
に
く
い
。
ま

た
、
困
っ
て
い
る
方
か
ら
の
意

見
が
聞
き
取
り
に
く
い
よ
う
な

話
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
議
員

数
を
元
の
18
名
、
22
名
に
戻
そ

う
と
い
う
意
見
は
出
な
か
っ

た
。
14
名
で
な
け
れ
ば
議
会
運

営
が
出
来
な
い
理
由
が
分
か
ら

な
い
。
12
名
で
議
会
活
動
は
出

来
る
と
思
う
。
12
名
で
な
ぜ
で

き
な
い
の
か
。
理
由
を
聞
く
。

　

ど
ち
ら
が
正
し
い
か
私
に
は

分
か
ら
な
い
が
、
自
治
振
興
区

や
区
長
制
度
も
あ
る
し
、
議
員

の
役
割
、各
役
割
を
明
確
に
し
、

地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
べ
き
。

自
治
振
興
区
の
立
場
、
議
員
の

立
場
と
い
う
の
は
、
ど
う
理
解

し
て
い
る
か
。

12
名
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
根
拠
が
3
回
の
会
議
の
中

で
十
分
に
議
論
が
し
尽
さ
れ
て

い
な
い
と
感
じ
る
。

　

自
治
振
興
区
の
制
度
の
運
用

は
、
各
地
域
で
抱
え
て
い
る
課

題
等
に
対
し
て
、
行
政
に
課
題

を
申
し
立
て
し
な
が
ら
、
解
決

に
向
け
て
提
言
を
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
議
員
の
役
割
は
、

二
元
代
表
制
の
下
で
、
議
員
14

人
が
様
々
な
立
場
か
ら
、
住
民

の
福
利
増
進
に
資
す
る
施
策
で

あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
議
決

に
向
か
う
こ
と
。

発
議
に
対
す
る
討
論

賛
成
意
見

　

議
員
は
地
区
の
代
表
で
も
あ

る
が
、
山
都
町
全
体
を
網
羅
し

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

反
対
意
見

　

人
口
減
が
主
な
理
由
で
あ

り
、
そ
の
他
合
理
的
な
理
由
が

明
ら
か
で
な
い
。
山
都
町
の
広

い
面
積
を
考
え
た
時
、
14
議
席

が
12
議
席
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
の
議
論
が
足
り
な

い
。

　

議
員
を
削
減
す
る
と
常
任
委

員
会
の
活
動
に
支
障
が
出
る
の

で
は
な
い
か
。
合
併
し
て
20
年

間
の
間
、
既
に
削
減
を
行
わ
れ

て
き
て
お
り
、
委
員
会
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
る
た
め
に
も
定

数
を
人
口
減
の
み
で
結
論
づ
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。

賛
成
意
見

　

人
口
減
だ
け
で
い
い
の
か
。

色
ん
な
人
の
考
え
等
を
聞
い
て

す
べ
き
だ
と
い
う
事
で
、
特
別

委
員
会
が
発
足
し
た
。
そ
の
結

果
、
特
別
委
員
会
の
３
回
目
は

堂
々
め
ぐ
り
で
同
じ
意
見
し
か

出
ず
に
採
決
に
至
っ
た
と
い
う

経
緯
が
あ
り
、
反
対
意
見
の
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意

見
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
私
は

12
名
で
十
分
だ
と
思
う
。

反
対
意
見

　

議
論
が
ま
だ
尽
く
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
12
名
に
す
る
必
要

は
な
い
と
考
え
る
。
も
っ
と
慎

重
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

採
決
の
結
果

　

賛
成
10
名
、
反
対
３
名
で
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
定
数
削
減
が
決
定14

人
か
ら
12
人
へ

　

令
和
６
年
の
12
月
定
例
会
で
議
員
発
議
さ
れ
た
議
員
定
数

を
削
減
す
る
条
例
改
正
案
が
、
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
可
決
ま
で
の
議
会
の
動
き
を
解
説
し
ま
す
。

議
長工

藤
議
員

後
藤
議
員

坂
本
議
員

西
田
議
員

矢
仁
田
議
員

吉
川
議
員

眞
原
議
員

眞
原
議
員

　

令
和
６
年
12
月
10
日
付
け
で
、
山
都
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
発
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
者　

工
藤
文
範
議
員
、
賛
成
者　

後
藤
壽
廣
議
員

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
全
議
員
が
委
員
と
な
る
「
山
都
町
議
会
の
議

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
検
討
す
る
特
別

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
委
員
長
と
し
て
藤
原
秀
幸
副
議
長
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
回
の
開
催
で
十
分
な
討
議
が
な
さ

れ
、
３
月
定
例
会
に
お
い
て
３
月
18
日
に
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

可
決
と
い
う
委
員
長
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

少
数
意
見
※
の
内
容

〇
平
成
23
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に

よ
り
法
定
上
限
制
度
は
廃
止
さ
れ

て
お
り
、山
都
町
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
、定

数
削
減
の
合
理
的
な
理
由
と
は
な

ら
な
い
こ
と
。

〇
議
員
定
数
の
削
減
は
、住
民
の
多

様
な
意
見
を
町
政
に
届
け
る
と
い

う
重
要
な
機
能
を
損
な
う
こ
と
に

つ
な
が
る
た
め
慎
重
な
議
論
が
必

要
な
こ
と
な
ど
。

議員定数・有権者数の推移

平成17年 平成21年 平成25年
議員定数 有権者数

平成29年 令和3年 令和7年3月

18,000
16,000

12,000
14,000

10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

00

5

10

15

20

25
（人） （人）

22

16,77316,773 15,86415,864
14,76714,767

13,72213,722
12,42712,427

11,38111,381
18

14 14 14
12

※
少
数
意
見
の
詳
細
に
つ
い
て
は
議
事
録
で
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
委
員
長
報
告
に

対
し
て
少
数
意
見
報
告

書
が
提
出
さ
れ
、
本
会

議
で
賛
成
及
び
反
対
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
数
意
見
の
提
出
者

　

眞
原
誠
委
員
、
賛
成

者　

藤
澤
和
生
副
委
員

長
・
吉
川
美
加
委
員
・

西
田
由
未
子
委
員
。

問問答



工事請負契約　町長の専決事項の指定
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工事請負契約の締結

・工　事　名：通潤橋物産館増改築工事
・契 約 金 額：1億4,630万円
・契約相手方：株式会社　尾上建設
・入札の方法：指名競争入札
・内　　　容：内装全面改修（A＝338.43㎡）
　　　　　　　内部配置の変更（倉庫新設及び店舗
　　　　　　　レイアウトの変更）
　　　　　　　電気設備取替え（照明の LED化）
　　　　　　　空調機器取替え（７基）

・工　事　名：通潤橋トイレ新築工事
・契 約 金 額：6,105万円
・契約相手方：有限会社　吉見建設
・入札の方法：指名競争入札
・内　　　容：建築面積（A＝54.32㎡）
　　　　構造（木造平屋建て）
　　　　設備（男性トイレ　小便器６基・大便器3基
　　　　　　〈うち、ベビーチェア２箇所〉）
　　　　　　（女性トイレ　大便器８基〈うち、ベビーチェア４箇所〉）
　　　　　　（みんなのトイレ　大便器１基・オストメイト１基・ベビーシート、ベビーチェア）

町長の専決処分事項の指定について
①　町営住宅等の家賃等の請求及び明け渡しの請求に関する訴訟、和解及び調停に関すること。
②　法律上、町の義務に関する損害賠償で、その額が 1件 100万円以下のものの額を定めること並

びにこれに伴う和解及び調停に関すること。
　以上２点について、町長の専決処分事項と可決されました。

用語解説【専決処分】
　専決処分には、２種類あります。
　１つ目は、時間的に議会の招集を待てない場合などの専決処分です。この場合、議会への報告と承
認が必要です。例えば、特に緊急を要するものとして、大雨や台風による災害復旧のための応急措置
などがあります。
　２つ目は、軽微な内容で、あらかじめ議決によって指定（委任）している専決処分です。この場合、
議会への報告は必要ですが、あらかじめ指定しているので承認は必要ありません。

通潤橋物産館完成予想図

トイレ周辺の予想図



陳情　選挙管理委員会の選挙結果
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件　
　
　

名　
「
要
望
書
」山
都
町
に
社
会
実
装

プ
ラ
ン
ト（
改
質
リ
グ
ニ
ン
製

造
ベ
ン
チ
プ
ラ
ン
ト
）誘
致
の

お
願
い

付
託
年
月
日　

令
和
５
年
12
月
７
日

陳　

情　

者　

兵
庫
県
神
戸
市
長
田
区
丸
山
町

１
―
７
―
16

　
　
　
　
　
　

西
山　

彰

審
査
の
結
果　

不
採
択

審
査
意
見　

経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、先

進
地
で
の
視
察
研
修
や
情
報
収

集
に
努
め
た
。現
状
と
し
て
は
新

素
材
と
し
て
の
大
き
な
可
能
性

は
秘
め
て
い
る
も
の
の
、実
用
化

に
向
け
て
は
実
証
段
階
に
あ
り
、

大
規
模
な
投
資
が
必
要
な
プ
ラ

ン
ト
誘
致
は
、ま
だ
そ
の
時
期
で

は
な
い
と
判
断
し
た
。

用
語
解
説
【
改
質
リ
グ
ニ
ン
】

「
改
質
リ
グ
ニ
ン
」
は
日
本
固
有
の
樹
木
ス
ギ

か
ら
作
る
バ
イ
オ
由
来
の
新
素
材
で
す
。「
熱

に
強
い
」「
加
工
し
や
す
い
」「
環
境
に
や
さ
し

い
」
と
い
う
理
想
的
な
性
質
を
も
ち
、
様
々
な

製
品
の
素
材
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
改
質
リ

グ
ニ
ン
は
、
ス
ギ
材
の
中
に
３
割
ほ
ど
含
ま
れ

る
「
リ
グ
ニ
ン
」
と
い
う
成
分
を
原
料
に
製
造

さ
れ
ま
す
。

件　
　
　

名　

水
俣
病
の
早
期
解
決
を
国
へ
要

望
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め

る
陳
情
書

付
託
年
月
日　

令
和
７
年
３
月
６
日

陳　

情　

者　

水
俣
市
桜
井
町
２
―
２
―
20

　
　
　
　
　
　

水
俣
不
知
火
患
者
会
内

　
　
　
　
　
　

水
俣
不
知
火
患
者
会
会
長

　
　
　
　
　
　

岩
﨑　

明
男

審
査
の
結
果　

採
択

審
査
意
見　

今
陳
情
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

解
決
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
重

要
な
課
題
と
認
識
す
る
。
水
俣

病
が
公
式
確
認
さ
れ
て
、
69
年

が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
水
俣

病
に
起
因
す
る
様
々
な
症
状
に

苦
し
み
、
言
わ
れ
な
き
偏
見
を

受
け
て
き
た
当
事
者
は
高
齢
化

し
て
い
る
。
熊
本
県
民
と
し
て

水
俣
病
の
諸
問
題
が
一
日
も
早

い
解
決
に
向
か
う
よ
う
国
に
要

望
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と

と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　

３
月
24
日
に
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大

臣
、
環
境
大
臣
あ
て
に
、
山
都

町
議
会
議
長
名
で
意
見
書
を
提

出

選
管
委
員　

坂
田
篤
彦（
浜
町
）

　
　
　
　
　

田
中
要（
米
迫
）

　
　
　
　
　

中
川
初
美（
万
坂
）

　
　
　
　
　

藤
原
秀
樹（
鶴
ヶ
田
）

補
充
員　

玉
目
秀
二（
玉
目
）

　
　
　
　
　

増
田
光
美（
米
生
）

　
　
　
　
　

坂
本
誠
一
郎（
上
寺
）

　
　
　
　
　

岩
田
陽
一（
金
内
）

※
補
充
員

委
員
に
欠
員
が
あ
る
と
き
、
補
充
員
名
簿
の
順
に
委
員

に
就
任
し
ま
す
。

陳　
　
　

情

陳　
　
　

情

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
、

及
び
同
補
充
員
の
選
挙
結
果

（
任
期　

令
７
．
３
．
25
〜
令
11
．
３
．
24
）
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山
都
町
教
育
委
員
の
人
事
案

に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た

【
山
都
町
教
育
委
員（
新
）】

上
田　

恵
子
さ
ん（
柚
木
）

　

こ
の
た
び
教
育
委
員
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

精
一
杯
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

山
都
町
副
町
長
の
人
事
案
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た

【
山
都
町
副
町
長（
新
）】

坂
本　

浩
さ
ん（
下
市
）

　

こ
の
た
び
、
町
議
会
の
同
意
を
得
て
４
月
１
日
付
け
で

副
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

53
年
ぶ
り
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
久
方
ぶ
り
の
ふ
る
さ
と

で
私
に
何
が
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
住
民
の
代
表

で
あ
る
議
員
の
皆
様
と
山
都
町
執
行
部
と
の
潤
滑
油
と

な
り
、
町
長
を
お
支
え
し
て
町
勢
発
展
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
議
会
事
務
局

〒
８
６
１-

３
５
９
２
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
６

☎（
０
９
６
７
）７
２-

１
２
８
９

同意第１号同意第３号
山
都
町
監
査
委
員
の
人
事
案

に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た

【
山
都
町
監
査
委
員（
新
）】

橋
本　

由
紀
夫
さ
ん（
馬
見
原
）

　

こ
の
度
、
監
査
委
員
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

山
都
町
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
経
営
に
係

る
事
業
の
管
理
を
監
査
す
る
に
あ
た
り
、
事
務
処
理
の
能

率
性
と
組
織
、
運
営
の
合
理
化
を
念
頭
に
微
力
な
が
ら
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同意第２号

　

令
和
６
年
度
４
回
目
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。

　

時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
年
も
農
繁
期

の
忙
し
い
時
期
を
迎
え
日
々
奮
闘
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
山
都
町
は
、
２
月
11
日
、
町
民
の
皆
様
と

共
に
合
併
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
魅
力
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
発
信
し
、
魅
力
あ
る
山
都
町
づ
く
り
に
思
い
を

巡
ら
し
て
い
ま
す
。
汗
を
流
す
事
を
怠
ら
ず
未
来

に
向
か
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ

ろ
で
す
。

（
興
梠　

誠
）
発
行
責
任
者　
　

議　
　

長　

藤
澤　

和
生

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　

眞
原　
　

誠

副
委
員
長　

西
田
由
未
子

委　
　

員　

矢
仁
田
秀
典

　
　
　
　
　

興
梠　
　

誠

　
　
　
　
　

後
藤　

壽
廣

　
　
　
　
　

工
藤　

文
範

次の定例会は、

6月の予定です。
※詳しい日程等については、議会事務局まで
お問い合わせください。（☎72-1289）

本誌で掲載していない3月定例会の議案
と議決結果は、山都町HPに掲載してあ
ります。

「議会だより」に関する
ご意見・ご感想は

右記のQRコードから
お寄せください。

QRコード（インターネット）

集

記

編

後

第 19回山都町写真コンテスト　
写真の部　山の都賞

撮影者：保
やすだ

田 周
しゅういち

一さん  77 歳  （八代市在住）
タイトル：「高畑年弥神社の牛さん」

（たかはたとしねじんじゃのうしさん）
（本人コメント）高畑年弥神社の田植え祭は山都
町の無形文化財でもある神楽より始まります。畔
作り、牛さんによる田起し、田植えと一連の行程
が子どもたちにより演じられ今年の豊作が祈願さ
れます。この写真は田植え踊りと呼ばれています。

表
写
紙
真

読者アンケートに寄せられた意見
〇予算の詳細が分かるように載せてほしい。（10代）

〇最近町民の方から伺ったら山都町では不登校の子ど
もさんで苦労してる方が多いと聞きます。教育委員会
は当然専門性を掲げて対応しているとは思いますが、
議会等での論議はなされているのか。役場、議会、学
校等は子育て支援等の先頭に立ち率先してやるべき所。
如何なる取り組みがなされているか、広報、議会だよ
り等での掲載を期待します。（70代）

〇議会だよりに載っている写真が分かりやすい。（10代）

賛 否 の 表

事　件　名 議　決
年月日

採決
結果 東 坂

本
眞
原
西
田
中
村

矢
仁
田
興
梠
藤
川
飯
開
吉
川
後
藤
工
藤
藤
原

令和6年
発議第2号

山都町議会の議員の定数を定める条例の
一部改正について R7.3.18 可決 ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯

〇：賛成　●：反対

ユニバーサルデザインを活用しています。
ご意見お待ちしています。


